
第40回福島県消防操法大会
小野町消防団ポンプ車操法の部に出場

　第40回福島県消防操法大会が９月４日、福島県
消防学校屋外訓練場で開かれ、県内の各地域を代
表する消防団が訓練の成果を競いました。
　この大会は、実際の火災現場を想定して、ポン
プ車からホースを繋いで放水し、火点を倒すまで
のタイムや操作要領、行動、動作など消防活動の
基本となる規律と実践的な消防技術、チームワー
クを競い合います。
　小野町消防団は、消防協会田村支部の代表とし
て、日頃から積み重ねた厳しい訓練の成果を遺憾
なく発揮し、ポンプ車操法の部で８位となり敢闘
賞を受賞しました。
　消防操法大会の参加にあたり、ご協力をいただ
いた関係機関および団体の皆さんに紙上より厚く
お礼申し上げます。

防災・緊急ヘリポートを整備
災害時の防災活動の拠点に

新たに整備されたヘリポート

1・2・3_ 操法大会の
様子／ 3_ 田村支部の
代表として健闘した
選手の皆さん
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　小野運動公園内に防災・緊急ヘリポートが完成し
ました。
　今までは、緊急時の場合、野球場が離着陸場となっ
ており、消防による安全確保と砂ぼこり対策作業時
間などを考慮すると、専用ヘリポートを整備するこ
とが非常に重要となっていました。
　今後は緊急時にヘリコプターがスムーズに離着陸
できようになるため、防災ヘリによる大規模災害へ

の対応やドクターヘリで傷病者の治療を行いながら医療機関に速やかに搬送することができ、救命率の向上
および後遺症の軽減を図ることができます。
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